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．3Da− 10 マ イ ク ロ ボ デ イ 酵 素 の 遺 伝 悄 報 発 現 機 構 の 解 析
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鋸 ＃ 在 す る マ イ ク ロ ボ デ ィ に は 、　グ リ オ キ シ ゾ ー

ム に 特 異 的 な タ ン パ ク 質 が 取 り 込 ま れ、

靉緑 化 子 葉 細 胞 で は パ ・−N オ キ シ ゾ ー ム に 特 異 的 な タ ン パ ク 質 が 取 り 込 ま れ る と 考 え ら れ
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　 　 　 こ の 様 な マ イ ク ロ ボ デ ィ タ ン パ ク 質 の 局 在 化 機 構 を 明 ら か に す る こ と は、　マ イ ク
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・ピロ ボ デ ィ の 変 換 を 解 明 す る 上 で 璽 要 な 謙 題 で あ る。　オ ル ガ ネ ラ を 構 成 す る タ ン パ ク 質
：釜・
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　 　 　 こ と が 明 ら か に さ れ て い る。　 今 回、　 グ リ 才 キ シ ゾ ー ム 酵 紫 の
一

っ で あ る malate
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濃 　 　 我 々 は 既 に、　MS 分 子 の 全 畏 を コ ー ド す る cDNA を ク ロ ー ニ ン グ し た
fl1

。 こ の cDNA を

謹 腿 エ』 transeriptton 　 plas 旬 idi　 Blue −Scribe （STRATAG ．ENE 社 ）の 　T7　 promoter の 下
鰯

欝 流 に 組 み 換 え、　r7 　 RNA 　 pelymerase を 用 い 　cap 　 analogue で あ る M7G （5
’
）ppp （5 ’＞G 存

灘在 下 で tis−RNA に 転 写 さ せ た。　藪 写 産 物 を そ の ま ま 　rabbit 　 Tetlculecyte 　 lysate の
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叢韈 液 で 希 釈 し て P ・ r ・ ・ 11 を 除 い た も の を 簸 終 標 品 と レ た ・ ・ の 標 副 ま 捲 羅 索 の 測

霧 定 に よ り、　ミ ト コ ン ド リ ア、　プ ラ ス チ ・ソ ド を 殆 ど 含 ま な い 純 農 の 高 い グ リ オ キ シ ゾ ー

・，／．？ ム で あ る こ と を 確 註 し た 。 　in　 vitTO 翻 訳 産 物 と グ リ オ キ シ ゾ ー ム を 20 ℃ で incubate し 、

り ，
O、 15 、 30 分 後 に そ の 一

定 量 を 取 り、　5 μ g／ml の Proteinase 　 K で 氷 中 で 15 分 間 処 理 し た．

　 10Z 　 Perco11 を 用 い て グ リ オ キ シ ゾ ー ム を 回 収 し、　SgS −P 醐 E 、　 fluoregraphy 　に よ り
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叢 　 そ の 結 果、　合 成 さ れ た 　NS は 反 応 蒔 間 の 進 行 と 共 に 取 り 込 ま れ、　し か も そ れ が

　 Preteinase 　 K− resi ＄ tant で あ る こ と が 明 ら か に な っ たゆ　こ の 様 に し て 、取 り 込 ま れ た

　 臨 は 、Triten 　 X− loe 処 理 に よ っ て Preteinase 　 K− sensitive と な っ た。　ま た 取 り 込 み に

選 ATP は 必 要 で 1ま な く、　む し ろ．限 害 的 に 働 く と 営 う 結 果 も 得 ら れ た 。 　以 上 の 結 果 は ，Hspt

蒙 Past −t ， 、 n 、1 、 ti 。 n 、 l　 lこ グ リ オ キ シ ゾ tu ム 内 に 取 り 込 ま れ、 そ の 遇 程 に は ATP を 必 要

叢 と し な い こ と を 示 し て い る。　こ の こ と は、　マ イ ク ロ ボ デ ィ タ ン パ ク 質 の 膜 透 過 機 構 が、
1／−t
蕪 篥 緑 体 や ミ ト コ ン ド リ ア の そ れ と は 異 な る こ と を 強 く 示 唆 し て い る。　MS の 取 り 込 み に
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　 対 す る 膜 電 位 の 影 響、　並 び に グ リ オ キ シ ゾ ー

ム 酵 素 の
一

つ で あ る 翼S の パ ー 才 キ シ ゾ

　
、

ム へ の 取 り 込 み に っ い て も 検 討 し た 結 果 を 考 察 す る。 　（1 ）日 本 植 物 生 理 学 会 （1986 ）

一 263 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


